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論文内容の要 !:=. 目
〔目的〉
痛腫痛患者に指骨の崩壊吸収がおこることは古くから知られており，その一つである有状の骨変化
を Klingmüller は spina ventosa leprosa といい稲葉は煽性有状指 (Bamboo shoot finger) といっ
ている。 Spina ventosa leprosa の発症機序に関して， その真の病因はいまだ明確にされていない。
Spina ventosa leprosa は結核様煽患者にはおこらず，癒腫痛患者にのみみられ， しかも強度の廟性
結節性紅斑の発症後に出現することから， spina ventosa leprosa の発症機序に癒菌とヒトの指骨と
の聞の免疫交文性が関与しているのではないかと考えて，以下の実験を行った。
〔方法並びに成績〕
(A)実験方法
痛結節による家兎感作法:家兎 6 頭を二群に分け各群とも Freund の incomplete adjuvant に新
鮮非加熱痛結節各 3 個(1. 1 g) の生塩水乳剤を混合し，一群には Klebsiella penumoniae type 2 の
polysaccharide 回分(以下 KPP と略記) 15mg を加え，他群にはこれを加えず家兎 1 頭あたり癒結
節 350mg の割合で， 4ml を両側智筋に分けて注射した。 40 日後抗体価測定のため少量の血液を試験
採血した後，新鮮非加熱癒結第 2 個 (0.5g) を生塩水で30倍乳剤とし，低速遠枕して粗大組織片を除
き，その上清 2ml づつをおのおの家兎に静脈注射して booster 免疫を行ない，一週間後に全採血を
実施した。
BCG による家兎感作法: Freund の incomplete adjuvant に BCG 生菌の生塩水乳剤を混合して，
家兎 3 頭に 1 頭あたり BCG 15mg の割合で， 4ml を両側替筋に分けて注射した。 40 日後抗体価測定
のために試験採血した後， BCG 生菌の生塩水 (1 mgjml)浮遊液 1ml をおのおのの家兎の静脈内に
注射して booster 免疫とし，一週間後に全採血した。
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免疫反応用の抗原: (a) 瀬抗原，新鮮非加熱痛結節の生塩水磨砕抽出液。 (b) BCG 抗原， Sauton 培
地で 3 週間培養した BCG の生塩水磨砕抽出液。 (c) 鼠癒抗原，森の方法で集菌した鼠癒菌の生塩水磨
砕抽出液。 (d) KPP 画分， Kabat の方法で Klebsiella pneumoniae type 2 の菌体から多糖体画分を
抽出した。抗原はその生塩水溶解液。 (e) 骨抗原，非痛者の指骨水磨砕抽出液。 (f) 皮膚抗原，非癒者
の皮膚生塩水磨砕抽出液。
抗体価の測定方法:小試験管重層法により抗血清稀釈倍数をもって洗降抗体価をあらわした。
共通抗原の検出法:寒天平板による Ouchter1ony 法を用いた。
鍾光抗体作製法:浜島等の方法にしたがい各抗血清より r-globulin 画分を分画し，これに蛋白 100
mg に対し， FITC を 1mg の割合に添加し， Cephadex G-25 次に DEAE cellulose 層を通過後，
使用に際して抗痛結節蛍光抗体液はヒトの皮膚で，抗 BCG 鍾光抗体液は家兎の肝臓で 2 回吸収を行
なった。
骨組織標本の作製法及び鐙光染色法:癒腫癒患者の切断ßl上骨及び非瀬者の種々の骨12個所を脱灰
後， パラフイン包埋法で切片標本を作製し， 鐙光抗体液をのせ 40C で一晩反応させて， uv 励起で
鏡検した。
(同実験成績
重層法による抗瀬結節家兎血清の沈降価は KPP 画分を加えないで免疫した群では最高 8 倍を示し
たのみであるが， KPP 画分を加えた群では最高 64 倍を示したので，以下の実験にはこの抗血清を用
し、 7こ。
寒天ゲノレ内沈降反応では抗癒結節家兎血、清と BCG 抗原，癒抗原， ヒトの指骨抗原との聞に相互に
融合した幅の広い沈降帯が認められた。この共通抗原は加熱に対して安定であり polysrccharide 画
分を主としたものと考えられる。 皮膚抗原に対しては 2 本の sharp な沈降線の形成が認められ，上
記の共通沈降帯とは融合しない。 Adjuvant として用いた KPP 画分に対しては 1 本の沈降線がみら
れた。抗 BCG 家兎血清と廟抗原及びヒトの指骨抗原との聞にも融合した沈降帯がみられた。
抗癒結節家兎血清と抗 BCG 家兎血清の蛍光抗体でヒトの骨組織標本を染色した場合，とくに手
指，足祉などの末端骨は強く染色され，かっこの結合が特異物であることが吸収実験，阻止実験なら
びに正常家兎血清の r-g1obulin 画分を蛍光色素で標識して行なった実験によって証明された。 ただ
し鐙光抗体が結合している骨組織の詳細な組織像は不明である。
〔総括〕
1. 癒結節乳剤に adjuvant として KPP 画分を加えて家兎を免疫することによって，癒結節水溶性
画分に対してかなり高い血中抗体価を示す抗血清をえた。
2. この癒抗結節血清を用い Ouchterlony の寒天ゲノレ内沈降法を利用して， 煽菌，鼠癒菌の水溶性
画分に由来すると考えられる抗原と BCG ならびにヒトの骨の水溶性画分との聞に共通抗原が存在
する乙とを実証し，また鎧光抗体法によって，ヒトの骨ことに末端骨に抗帰結節盤光抗体が特異的
に結合することを証明した。
3. この事実から Spina ventose leprose の発症機序にアレノレギー(抗原抗体反応)が密接に関与し
ていることを提唱したい。
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論文の審査結果の要旨
著者は Ouchterlony 法及び蛍光抗体法により癒菌，鼠癒菌， BCG およびヒトの指骨の聞に共通抗
原の存在することを実証し， spina ventosa leprosa の発症機序に抗原抗体反応が関与している可能
性があることを初めて明らかにしたものである。本研究は spina ventosa leprosa の発症機序の解明
にひとつの新しい観点を提起した価値ある研究と認められる。
